
全羅北道（韓国）
世 界 の 地 域 か ら 　　

第 376 号　自治体国際化フォーラム 2 月号
令和 3 年 1 月 25 日発行

編集・発行 ── 一般財団法人自治体国際化協会
　　　　　  〒 102-0083 東京都千代田区麹町 1-7 相互半蔵門ビル

1471-3125）30（.xaF　　2271-3125）30（.leT
HP　http://www.clair.or.jp/　E-mail：forum@clair.or.jp

編集協力・印刷 ── エイト印刷株式会社
本書からの無断複写・転載を禁じます。

V
ol. 3

7
6

　
｜

2
0

2
1

　
February｜

全羅北道益山市にある益山王宮里遺跡は、百済末期の益山において政治、経済、文化の中心地であった王宮で
あり、百済の都である泗沘と共に複都とされています。 百済末期に王宮として造成され、その後、王宮の重要な
建物を撤去して塔や講堂等を含む寺院が建立された複合遺跡です。写真は冬の日の出に照らされた益山王宮里
五層石塔（国宝）です。

益山王宮里遺跡

百済時代最大のお寺の跡地としてユネスコ世界遺産に登録された百済歴史地区の中にあり、石塔と幢竿支柱が見どころです。高さ 14.24m
の弥勒寺址石塔は、国宝に指定され、現在韓国の中で最古、最大の石塔です。
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